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古
代
宗
像
郡
郷
名
駅
名
考
証
（
二
）

大
高
　
広
和

　
は
じ
め
に

　
『
和
名
類
聚
抄
』
郷
里
部
（
以
下
、
和
名
抄
と
称
す
）の
「
小
荒
・
大
荒
」
両
郷
を

「
小
嶋
・
大
嶋
」
の
誤
り
と
み
た
前
号
の
拙
稿
に
引
き
続
き
、
古
代
の
宗
像
郡
に
お

け
る
郷
名
お
よ
び
駅
名
に
つ
い
て
、
さ
さ
や
か
な
考
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

和
名
抄
が
宗
像
郡
と
し
て
挙
げ
る
郷
名
を
左
に
再
掲
し
て
お
く
（
傍
線
を
付
し

た
も
の
は
、
今
に
至
る
ま
で
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
）。

秋
（
安あ

き支
）　

山
田
（
也や

万ま

多た

）　

怡
土
（
伊い

度と

）

荒
自
（
安あ

良ら

之し

・
阿
良
之
）　

野
坂
（
乃の

佐さ

加か

）　

荒
木
（
安あ

良ら

木き

）

海
部
（
阿あ

末ま

・
安
万
）　

席
内
（
无む

之し

呂ろ

宇う

治ち

・
牟
之
路
宇
知
）

深
田
（
布ふ

加か

多た

）　

蓑
生
（
美み

乃の

布ふ

）　

辛
家　

小
荒
〔
島
カ
〕

　

大
荒
〔
島
カ
〕

　

津
九

　

本
稿
で
は
、
末
尾
の
「
津
九
」
郷
お
よ
び『
延
喜
式
』（
巻
二
十
八
、
兵
部
省
、
諸

国
駅
伝
馬
条
。
以
下
延
喜
式
と
称
す
）に
載
る
「
津
日
」
駅
お
よ
び
高
山
寺
本
『
和

名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
駅
名
の
一
覧
（
以
下
高
本
和
名
抄
と
称
す
）の
中
の
「
津
田

駅
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
一
．津
九
郷
と
津
日（
津
田
）駅

　
（
一
）
問
題
の
所
在

　

和
名
抄
に
み
え
る
「
津
九
」
郷
は
、
現
在
も
福
津
市
に
地
名
が
残
る
「
津
丸
」
郷

の
誤
記
と
み
る
見
解
が
一
般
的
と
言
っ
て
よ
い（
１
）。
な
お
、
近
世
の
地
誌
（
２
）
で
あ
る

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
お
よ
び『
筑
陽
記
』
は
、
和
名
抄
に
「
津
丸
」
と
あ
る
も
の

と
し
て
記
述
を
行
っ
て
お
り
、『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』（
以
下
『
拾
遺
』
と
称
す
）

は
さ
ら
に
、
和
名
抄
の
今
本
は
「
丸
」
の
字
を
「
九
」
に
誤
っ
て
い
る
と
注
記
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、こ
の「
津
丸
」
と
津
日（
津
田
）駅
と
の
関
係
で
あ
る
。

全
国
に
置
か
れ
た
古
代
の
駅
名
に
つ
い
て
は
、
延
喜
式
お
よ
び
高
本
和
名
抄
が
基
本

史
料
で
あ
り
、
延
喜
式
に
は
筑
前
国
の
駅
と
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
駅
馬
の
数
に
つ
い

て
、「
独
見
、
夜
久
各
十
五
疋
、
島
門
廿
三
疋
、
津
日
廿
二
疋
、
席
打
、
夷
守
、
美
野

各
十
五
疋
（
以
下
略
）」
と
記
載
が
あ
る
。
大
路
と
し
て
山
陽
道
と
並
ん
で
特
に
重

要
視
さ
れ
た
西
海
道
大
宰
府
道
に
は
、
他
よ
り
も
多
い
十
五
疋
の
駅
馬
が
置
か
れ
る

こ
と
と
さ
れ
、
島
門
駅
と
津
日
駅
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三
・
二
十
二
疋
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

一
方
、
右
と
同
様
の
駅
名
が
記
さ
れ
て
い
る
高
本
和
名
抄
で
は
、
記
載
順
か
ら
宗
像

郡
所
在
の
駅
と
み
ら
れ
る
「
津
日
」
駅
だ
け
が
「
津
田
」
駅
と
な
っ
て
い
る
。
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後
述
す
る
よ
う
に
、
近
世
以
来
、
一
般
に
古
代
宗
像
郡
に
は
「
津
日
」
駅
が
存
在

し
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
、「
津
日
浦
」な
ど
の
地
名
や『
万
葉
集
』巻
六（
九
六
三

番
）の
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
に
登
場
す
る
名
児
山
の
存
在
か
ら
、
現
在
の
宗
像
市
の

沿
岸
部
が
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
で
あ
り
、「
津
日
」
駅
の
所
在
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
近
年
の
古
代
官
道
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
官
道
は
よ
り
内
陸
を

通
る
ル
ー
ト
を
と
り
福
津
市
畦
町
地
区
周
辺
に
駅
家
が
所
在
し
た
と
み
る
説
が
有

力
と
な
っ
て
い
る
が
、
駅
名
に
つ
い
て
は
な
お
延
喜
式
の
「
津
日
駅
」
と
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
遺
称
地
の
あ
る
沿
岸
部
に
「
津
日
駅
」
が
な
い
と
す
れ
ば
、
内
陸
部
に
そ

の
遺
称
地
を
求
め
る
か
、
史
料
に
記
さ
れ
た
駅
名
そ
の
も
の
へ
の
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、「
津
日
」
あ
る
い
は
「
津
田
」
の
駅
名
は
、
和
名
抄
に

み
え
る
郷
名
「
津
九
」
と
同
様
、「
津
丸
」
が
正
し
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
字
形
と
そ
の
推
定
地
か
ら
確
認
し
た
い
。

　
（
二
）
字
形

　

ま
ず
字
形
か
ら
み
る
と
、
図
一
に
示
し
た
通
り
、
和
名
抄
の
「
九
」
と
「
丸
」
に
つ

い
て
は
そ
も
そ
も
一
画
の
有
無
の
違
い
で
あ
り
、
実
際
の
地
名
を
知
ら
な
い
者
が
筆

写
す
る
中
で
誤
り
が
生
じ
た
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
駅
名
に
か
か
る

「
日
」「
田
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
日
」
に
つ
い
て
、「
丸
」
と
類
似
し
た
字
形
が
存
在

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、「
日
」
か
「
田
」
か
、
あ
る
い
は
「
九
」
か
で
は
な
く
、「
丸
」
を
起
点

と
し
て
文
字
が
変
わ
っ
て
ゆ
き
、い
ず
れ
も
元
々
は
「
津
丸
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
津

日
」「
津
田
」
そ
し
て
「
津
九
」
の
誤
っ
た
駅
名
・
郷
名
と
し
て
、『
和
名
類
聚
抄
』や

『
延
喜
式
』の
写
本
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
駅
家
推
定
地

　

次
に
、
こ
の
宗
像
郡
内
に
所
在
し
た
「
津
丸
」
の
駅
家
の
推
定
地
お
よ
び
古
代
官

道
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
地
誌
と
近
年
の
研
究
の
進
展
を
確
認
し
た
い
。

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』で
は
、「
鐘
御
崎
〈
鐘
崎
町
〉」
の
項
に
「
鐘
崎
の
町
は
む
か

し
は
な
し
。
津
日い

の
浦
と
て
、
上
八
村
の
西
に
民
家
あ
り
。
長
政
公
入
国
し
玉
ひ
て

図 一 　丸・九・日・田の字体（『五体字類』から作成）
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後
、
津
日
の
浦
の
人
家
を
今
の
鐘
崎
に
移
さ
る
。
延
喜
式
廿
八
巻
に
か
け
る
、
筑
前

国
駅
馬
を
置
し
所
を
津
日
と
云
、
是
な
り
や
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
吉
田
村
」の
項
に

「
吉
田
村
の
前
に
道
あ
り
。
京
道
と
云
伝
ふ
。
是
よ
り
垂
水
内
浦
へ
こ
ゆ
。
む
か
し

京
へ
上
り
ゆ
く
大
道
な
り
し
由
い
へ
り
」
と
あ
る
。
吉
田
村
の
「
京
道
」
は『
筑
前
名

所
図
会
』
が
鎮
国
寺
の
「
門
前
の
道
を
京
道
と
い
ふ
（
４
）」
と
し
て
い
る
古
道
と
同
一

の
も
の
で
（
５
）、
貝
原
益
軒
は
こ
の
付
近
を
古
代
官
道
が
通
っ
て
い
た
と
い
う
認
識
の
も

と
（
６
）、
上こ

う

八じ
ょ
う

村
の
西
に
あ
る
津
日
の
浦
な
る
地
名
が
延
喜
式
の
「
津
日
」
駅
の
遺
称

地
で
あ
る
と
し
て
い
る（
図
二
）。

　

こ
れ
に
対
し
て『
拾
遺
』で
は
、「
吉
田
村
」
の
項
に
「
此
村
の
北
、
江
口
村
に
境

へ
る
山
を
辻
と
い
ふ
。
此
辺
延
喜
式
に
載
た
る
津
日
駅
家
の
旧
址
に
し
て
、
名
護
山

を
越
、
田
島
よ
り
此
村
及
池
田
を
経
て
遠
賀
郡
島
戸
〈
今
の
島
津
也
〉に
至
る
。
こ

れ
太
宰
府
よ
り
京
へ
登
り
し
官
道
也
。
今
も
京
路
と
い
ふ
。
辻
ハ
津
日
を
誤
れ
る
也
。

近
古
ま
で
上
八
村
に
津
日
と
い
ひ
し
浦
の
有
し
ハ
昔
遺
名
也
〈
い
に
し
へ
の
駅
家
ハ
彼

浦
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
当
村
よ
り
垂
見
峠
ま
で
の
間
に
あ
る
べ
し
。
今
ハ
其
地
さ
だ

か
な
ら
ず
。〉」
と
あ
り
、
津
日
浦
と
の
関
係
は
否
定
し
な
い
な
が
ら
も
、
吉
田
村
と

江
口
村
の
間
の
辻
な
る
地
名
（
７
）
を
「
津
日
」
駅
の
遺
称
地
と
み
て
い
る
（
８
）。

　

上
記
の
地
誌
の
記
録
と
見
解
は
、
近
代
以
降
も
『
太
宰
管
内
志
』
や
『
宗
像
郡

誌
』（
９
）
と
い
っ
た
地
方
史
（
地
方
志
）
類
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』（ 

１０
）
な
ど
の
歴
史

地
理
学
の
研
究
成
果
（ 

１1
）
に
継
承
さ
れ
、
宗
像
地
域
の
沿
岸
近
く
を
古
代
官
道
が

通
っ
て
お
り
、「
津
日
浦
」
が
駅
家
の
遺
称
地
と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
き
た
（ 

１2
）。

　

し
か
し
現
在
で
は
、古
代
官
道
研
究
の
進
展
に
伴
って
、右
の
よ
う
な
沿
岸
ル
ー
ト
と
は
異

な
る
古
代
官
道
ル
ー
ト
お
よ
び
駅
家
の
位
置
が
想
定
さ
れ
る
に
至
って
い
る（ 

１3
）。
遠
賀
郡
の

島
門
駅
は
か
ね
て
よ
り
遠
賀
町
島
津
付
近
（ 

１4
）
に
、
宗
像
郡
の
席む

し
ろ

打う
ち

駅
は
遺
称
地
で

あ
る
古
賀
市
筵
内
付
近
（ 

１５
）
に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
三
年
の
宗

像
市
武
丸
大
上
げ
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の

図二　宗像地域沿岸部関連地名図 （カシミール３Ｄにより作成。枠線のある村名は、和名抄記載郷名。）
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瓦
を
伴
う
大
型
掘
立
柱
建
物
跡
群
が
発
見
さ
れ
た
。
同
遺
跡
は
ち
ょ
う
ど
島
門
駅

と
後
に
述
べ
る
津
丸
駅
推
定
地
の
福
津
市
畦
町
遺
跡
の
双
方
か
ら
約
十
キ
ロ
の
距
離

に
位
置
し
、
九
世
紀
に
廃
止
さ
れ
た
名
称
不
明
の
駅
家
跡
の
可
能
性
が
高
い
。

　

す
な
わ
ち
、
古
代
官
道
は
島
門
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
三
号
線
の
城
山

ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
峠
を
抜
け
、
武
丸
大
上
げ
遺
跡
の
付
近
を
通
り
、
許
斐
山
の
南
を

通
っ
て
近
世
唐
津
街
道
の
宿
場
で
あ
る
福
津
市
畦
町
に
至
り
、
そ
の
後
南
に
折
れ
て

こ
れ
も
近
世
の
宿
場
で
あ
る
古
賀
市
青
柳
付
近
へ
至
る
ル
ー
ト
が
木
下
良
氏
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
て
い
る（
図
三
・
四
）。
最
短
距
離
で
都
と
大
宰
府
や
諸
国
府
と
を
結
ぶ

駅
路
の
性
格
か
ら
も
、こ
の
ル
ー
ト
比
定
は
概
ね
承
認
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
の
よ
う
に
、
延
喜
式
の「
津
日
」
駅
と
宗
像
市
沿
岸
部
に
存
在
し
た
「
津
日
浦
」

な
ど
と
の
間
に
、
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

図三　古代宗像郡とその周辺の駅路（註（1）木下論文を改変）

図四　宗像地域内陸部関連地名図（カシミール３Ｄにより作成）



21

駅
家
跡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
福
津
市
畦
町
の
周
辺
に
、「
津
日
」
も
し
く
は
「
津

田
」
の
遺
称
地
は
現
状
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
畦
町
地
区
に
近
接
し
て
津
丸
の
地
区

名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、こ
の
駅
は
そ
も
そ
も
「
津
丸
駅
」
で
あ
り
、「
津

日
」「
津
田
」
は
誤
写
で
あ
っ
た
と
断
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（ 

１６
）
。
津
丸
郷
自

体
は
一
郷
五
十
戸
を
原
則
と
し
て
編
成
さ
れ
た
行
政
単
位
で
あ
る
が
、
古
代
に
は
現

在
の
津
丸
地
区
よ
り
も
広
域
に
わ
た
る
津
丸
と
い
う
地
域
名
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
（ 

１７
）
。
同
じ
宗
像
郡
内
の
席
内
郷
も
、
そ
の
遺
称
地
で
あ
る
古
賀
市
筵
内
地
区
か

ら
席
打
駅
家
の
想
定
地
で
あ
る
同
青
柳
地
区
ま
で
の
広
が
り
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
津
丸
駅
家
の
想
定
地
と
し
て
最
も
有
力
視
さ
れ
る
の
が
福
津
市
畦
町
遺
跡

で
あ
る
。
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
鴻
臚
館
式
の
複
弁
蓮

華
文
軒
丸
瓦
が
散
布
し
、『
拾
遺
』の
疇
町
村
の
「
神
興
社
・
若
宮
八
幡
」
の
項
に

「
民
家
の
巽
の
側
に
古
へ
大
廈
の
あ
り
し
址
あ
り
。
礎
石
あ
り
。
径
三
尺
計
、
或
ハ

二
尺
余
、
厚
一
尺
余
、
中
央
ニ
柱
を
立
し
所
、
其
痕
径
一
尺
二
寸
刻
起
り
。
太
宰
府

の
礎
石
ニ
似
た
り
。
今
礎
石
、
人
家
の
下
ニ
あ
り
て
長
廿
間
余
連
れ
り
。
其
辺
の
土

中
ニ
古
瓦
多
し
。
里
民
ハ
天
智
天
皇
の
行
宮
址
也
と
云
フ
。
不
詳
」
と
の
記
述
が
あ

る
。
倉
庫
（
正
倉
）
群
跡
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
八
並
村
も
北
に
隣
接
す
る
こ
と
か

ら
、
郡
家
と
の
関
連
も
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
（ 

１８
）
、
郡
家
と
近
接
し
て
駅
家

が
存
在
し
た
例
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
像
郡
家
を
八
並
付
近
に
、
津
丸
駅
家
を

畦
町
遺
跡
に
そ
れ
ぞ
れ
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、や
や
畦
町
遺
跡
か
ら
は
離
れ
る
が
、『
附
録
』の
津
丸
村
の「
六
之
権
現
社
」

の
項
に
は
「
社
内
に
祇
園
社
・
貴
船
社
・
稲
荷
社
・
牛
飼
社
・
馬
飼
社
あ
り
」
と
あ

り
、
馬
飼
社
の
存
在
は
津
丸
駅
家
と
の
関
係
も
想
定
で
き
る
。

　
（
四
）
津
丸
郷
と
駅
家
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

以
上
か
ら
、
現
在
の
福
津
市
津
丸
の
周
辺
地
域
に
古
代
の
宗
像
郡
津
丸
郷
お
よ
び

津
丸
駅
が
存
在
し
た
と
み
て
大
過
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
こ
の
郷

と
駅
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
憶
説
を
述
べ
る
。

　

当
時
の
出
雲
国
の
郷
名
を
網
羅
す
る
天
平
五
年
（
七
三
三
）
成
立
の『
出
雲
国
風

土
記
』で
は
、
和
名
抄
で
全
国
に
み
ら
れ
る
駅
家
郷
と
い
う
郷
は
一
つ
も
み
ら
れ
ず
、

駅
家
は
余
戸
・
神
戸
と
同
様
に
別
途
記
載
さ
れ
て
い
る
。
坂
上
康
俊
氏
は
、
原
則

五
十
戸
か
ら
な
る
郷
の
下
に
二
、三
の
里
が
置
か
れ
た
郷
里
制
下
に
お
い
て
、
駅
家
に

配
属
さ
れ
た
戸
数
は
せ
い
ぜ
い
里
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
五
十
戸
の
三
分
の
一
程
度
の
規

模
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
（ 

１９
）
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
和
名
抄
の
宗
像
郡
の
郷
名
は
末
尾
の「
辛
家
、
小
荒
、
大
荒
、
津
九
」

の
み
が
訓
を
欠
い
て
お
り
、さ
ら
に
前
号
で
み
た
よ
う
に「
小
荒
、大
荒
」が「
小
嶋
、大
嶋
」

で
あ
り
、
離
島
に
居
住
す
る
人
々
を
編
成
し
た
や
や
特
殊
な
来
歴
の
郷
で
あ
る
と
解
せ
ば
、

津
九（
津
丸
）郷
が
最
後
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
八
世
紀
当
初
、
津
丸
郷
は
存
在
せ
ず
、
武
丸
大
上
げ
遺
跡
に
該

当
す
る
名
称
不
明
駅
家
、
津
丸
駅
家
、
席
打
駅
家
に
駅
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
し
て
い

た
。
そ
の
後
そ
れ
ら
の
駅
戸
は
駅
家
郷
（
里
）、
も
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
名
を
冠
す

る
小
規
模
な
郷
（
里
）に
編
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
名
称
不
明
駅
は
廃
止
さ
れ
、
駅
戸

が
属
す
る
郷
と
し
て
津
丸
郷
が
存
続
も
し
く
は
誕
生
し
た
。
養
老
厩
牧
令
16
置
駅

馬
条
に
よ
れ
ば
、
中
々
戸
以
上
の
等
級
の
駅
戸
が
駅
馬
を
一
匹
飼
養
す
る
規
定
で
あ

り
、
両
隣
の
駅
家
に
振
り
分
け
ら
れ
た
駅
馬
と
同
様
に
、
名
称
不
明
駅
の
駅
戸
の
一

部
が
津
丸
駅
へ
と
移
籍
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
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津
丸
郷
は
郡
家
想
定
地
に
も
近
い
郡
の
中
心
部
に
位
置
す
る
と
み
ら
れ
る
郷
な
が

ら
、
大
島
郷
・
小
島
郷
に
続
い
て
和
名
抄
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
理
由
を
右
の
よ

う
に
提
示
し
、
諸
賢
の
ご
批
判
を
請
い
た
い
と
思
う
（ 

２０
）
。
も
ち
ろ
ん
、
訓
の
欠
如
や

末
尾
に
あ
る
こ
と
に
特
段
の
意
味
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
八
世
紀
当
初
か
ら
津
丸
里

（
郷
）
が
存
在
し
て
い
た
と
み
て
も
問
題
は
な
く
、
郡
家
所
在
郷
の
有
力
候
補
と
み

る
こ
と
も
で
き
る
。
席
打
駅
家
の
駅
戸
は
通
常
の
郷
で
あ
る
席
内
郷
に
編
入
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
や
、
島
門
駅
の
あ
る
遠
賀
郡
に
は
駅
名
を
冠
し
た
郷
も
駅
家
郷
も
存

在
が
知
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
右
の
解
釈
に
は
問
題
も
多
く
、
今
後
も
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。

　
む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
古
代
宗
像
郡
に
は
現
存
地
名
に
一
致
す
る
「
津
丸
」

郷
お
よ
び
「
津
丸
」
駅
が
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
で
、
和
名
抄
お
よ
び
延
喜
式
の

テ
ク
ス
ト
と
古
代
官
道
・
駅
家
の
想
定
地
に
関
す
る
研
究
の
進
展
と
が
整
合
的
に
理

解
で
き
る
。
福
津
市
の
津
丸
か
ら
八
並
、
畦
町
と
いっ
た
範
囲
に
は
郡
家
や
駅
家
、
そ

し
て
古
代
寺
院
（ 

２１
）
が
集
中
し
て
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
奈
良
時
代
前
後
の
宗
像

郡
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
像
氏
（
胸
肩
君
）の
首
長
墓
群

で
あ
る
津
屋
崎
古
墳
群
や
、
宗
像
大
社
の
辺
津
宮
が
存
在
す
る
沿
岸
部
と
は
や
や

離
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
古
代
官
衙
等
は
古
代
国
家
が
七
世
紀
後
半
に
設
置
し
た
駅

路
と
の
関
連
で
立
地
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（ 

２２
）
。
こ
の
地
域
の
位
置
づ
け
は
、
西

海
道
唯
一
の
神
郡
と
さ
れ
た
宗
像
郡
お
よ
び
そ
の
郡
領
氏
族
で
あ
る
宗
像
氏
と
、
大

宰
府
に
よ
る
地
域
支
配
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
今

後
官
衙
等
の
位
置
が
確
定
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

同
じ
大
路
で
あ
る
西
海
道
大
宰
府
道
や
山
陽
道
を
中
心
に
、
郷
名
と
駅
名
と
の

関
係
や
、
郡
家
と
駅
家
と
の
位
置
関
係
な
ど
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
を
行
う
予
定
で

あ
っ
た
が
、
時
間
的
制
約
か
ら
今
回
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で

あ
え
て
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
問
題
に
、『
万
葉
集
』
に
み
え
る
名
児
山
と
古
代
道

路
と
の
関
係
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
津
屋
崎
地
域
か
ら
名
児
山
を
越
え
、
辺
津
宮

周
辺
を
通
っ
て
遠
賀
郡
へ
と
至
る
駅
路
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
近
世
以
降
「
津
日
」

駅
を
宗
像
市
沿
岸
部
に
想
定
す
る
一
つ
の
有
力
な
論
拠
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
駅
路
を
内
陸
に
想
定
す
る
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
ル
ー
ト
の
古
道
が
あ
っ
た
こ

と
は
認
め
ら
れ
、
地
元
で
は
「
万
葉
古
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ

の
名
児
山
に
つ
い
て
は
従
来
と
異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
古
代
宗
像
郡
の
範

囲
の
問
題
と
と
も
に
、
次
号
で
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
）
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」（『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第

二
巻
、
古
代
・
中
世
・
近
世
、
一
九
九
九
年
）。『
福
間
町
史
』
通
史
編
（
古
代

は
今
橋
省
三
氏
の
執
筆
）、二
〇
〇
〇
年
。

（
2
）
特
記
し
な
い
も
の
は
、
中
村
正
夫
編
校
訂
『
宗
像
郡
地
誌
綜
覧
』（
文
献
出
版
、

一
九
九
七
年
）に
よ
る
。

（
3
）
島
門
・
津
日
間
に
存
在
し
た
駅
（
宗
像
市
の
武
丸
大
上
げ
遺
跡
に
比
定
）
が
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九
世
紀
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
分
の
駅
馬
十
五
疋
が
そ
れ
ぞ
れ
近
隣
の
駅
に
振

り
分
け
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
日
野
尚
志
「
西
海
道
に
お
け
る
大

路
（
山
陽
道
）に
つ
い
て
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
二
、一
九
八
七
年
。

高
橋
美
久
二『
古
代
交
通
の
考
古
地
理
』
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
。
註
（
1
）

前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」）。

（
4
）絵
図
へ
の
書
き
入
れ
の
文
。
こ
の
ほ
か
、
本
文
の「
京
道
」（
鎮
国
寺
）や
「
鐘
崎

の
町
」、「
有
地
潟
」
な
ど
の
項
の
内
容
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
と
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
。

（
5
）
鎮
国
寺
に
つ
い
て
は
、『
宗
像
記
追
考
』
巻
二（『
神
道
大
系　

神
社
編
四
十
九

　

宗
像
』
一
九
七
九
年
）に
引
用
さ
れ
る
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）の
大
宮
司

宗
像
長
氏
寄
進
状
に
鎮
国
寺
領
の
四
至
記
載
に
つ
い
て
「
北
限
大
道
」
と
あ
り
、

十
三
世
紀
に
は
道
路
の
存
在
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
6
）「
有
千
潟
」（
福
津
市
の
津
屋
崎
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
入
海
）の
項
で
も
、「
其

間
に
む
か
し
は
唐
坊
と
云
宿
あ
り
。（
中
略
）
是
む
か
し
上
方
へ
行
大
道
也
し

と
云
。」
と
あ
り
、
沿
岸
部
を
通
る
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
7
）『
拾
遺
』の
江
口
村
の
「
辻
原
社
」
の
項
で
は
「
丸
山
〈
村
南
〉に
在
。
産
神
也
。

辻
八
幡
と
称
す
。（
中
略
）
此
祠
は
宗
像
七
十
五
社
の
其
一
に
し
て
、
昔
は
是

よ
り
南
〈
十
三
町
許
〉
辻
原
〈
又
八
幡
山
〉
と
云
所
に
有
。
故
に
社
号
と
な
れ

り
。
寛
文
の
初
、
今
の
地
に
移
せ
り
」
と
あ
り
、こ
れ
に
先
立
つ『
筑
前
国
続
風

土
記
附
録
』（
以
下
『
附
録
』
と
称
す
）で
も
江
口
村
の
「
辻
八
幡
宮
」
の
項
に

「
村
の
南
六
町
計
に
あ
り
。（
中
略
）
昔
は
社
の
南
十
三
町
計
〈
ツ
ジ
バ
ル
と
い

ふ
。
八
幡
山
と
も
云
。〉に
あ
り
。
故
に
辻
八
幡
と
号
す
。
寛
文
の
初
今
の
地

に
移
せ
り
と
ぞ
」
と
あ
る
。
な
お
、『
拾
遺
』の
「
上
八
村
」
の
項
に
も
「
村
の

西
に
辻
と
い
ふ
地
あ
り
。
こ
れ
古
昔
、
津
日
駅
の
名
の
残
り
て
訛
り
伝
ふ
る
な

る
べ
し
」
と
あ
る
。
上
八
村
の
辻
な
る
地
名
は
、
現
在
は
辻つ

じ

元も
と

末う
ら

と
い
う
地
区

名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

（
8
）『
拾
遺
』
は
こ
の
ほ
か
に
も
「
田
野
村
」
の
項
で
「
又
昔
、
此
あ
た
り
を
津
日
浦

と
も
い
へ
れ
バ
」
と
記
す
（
同
村
「
浪
折
神
社
」
の
項
に
も
津
日
浦
に
つ
い
て
記

述
が
あ
る
）。
ま
た
、
池
田
村
の
「
東
照
院
」
の
項
で
、
吉
田
村
か
ら
垂
水
峠
に

至
る
道
に
あ
る
と
い
う
千
疋
原
に
つ
い
て
「
村
翁
の
説
に
古
孔
大
寺
山
よ
り
悪

風
吹
て
往
来
の
牛
馬
千
疋
死
た
り
と
い
ふ
よ
し
見
え
た
り
。
此
辺
い
に
し
へ
太

宰
府
よ
り
京
に
登
る
官
道
な
り
。
牛
馬
千
疋
死
る
と
い
ふ
事
、
駅
に
由
有
て
聞

ゆ
」
と
し
、
さ
ら
に
藤
原
広
嗣
の
乱
の
際
に
多
く
の
兵
馬
が
こ
の
地
に
集
っ
た
こ

と
を
地
名
の
由
来
と
推
測
し
て
い
る
。

（
9
）
伊
東
尾
四
郎
編
『
宗
像
郡
誌
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
）。

（
10
）
吉
田
東
伍『
増
補　

大
日
本
地
名
辞
書
』第
四
巻
西
国（
富
山
房
、
一
九
七
一

年
）。「
津
丸
郷
」
に
つ
い
て
、
和
名
抄
は
原
書
「
津
凡
」
に
作
る
と
し
て
い
る
。

（
11
）
高
橋
誠
一
「
筑
前
国
」（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
古
代
日
本
の
交
通
路
』
Ⅳ
、
大

明
堂
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
。

（
12
）『
玄
海
町
誌
』（
一
九
七
九
年
）
は
、
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
成
立
の『
応
安

神
事
次
第
』（
甲
本
）に
み
え
る
「
小ヲ

開ツ
ヒ

浦ノ
ウ
ラ

」（『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
宗
像

大
社
復
興
期
成
会
、二
〇
〇
九
年
）
を
、
釣
川
下
流
の
海
が
入
り
込
ん
だ
地
点

に
求
め
、
津
日
駅
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
小
開
浦
」
は
鐘
崎
浦
の
地

名
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で（
河
窪
奈
津
子
「
中
世
宗
像
社
の
神
事
と
宗
像
大
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宮
司
の
社
領
支
配
」『
神
道
宗
教
』二
二
二
・
二
二
三
、二
〇
一
一
年
）、
上
八
村

の
西
の
津
日
浦
と
関
係
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
13
）註（
3
）前
掲
日
野
尚
志
「
西
海
道
に
お
け
る
大
路（
山
陽
道
）に
つ
い
て
」、
註

（
1
）前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」。

（
14
）
古
瓦
と
礎
石
の
存
在
か
ら
近
隣
の
芦
屋
町
浜
口
廃
寺
が
駅
家
跡
の
可
能
性
が

高
い（
渡
辺
正
気
『
日
本
の
古
代
遺
跡
34
福
岡
県
』
保
育
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
15
）註
（
1
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」
は
、
奈
良
時

代
の
古
瓦
の
出
土
を
も
っ
て
、
筵
内
地
区
よ
り
や
や
南
の
同
市
青
柳
付
近
（
古

代
に
は
宗
像
郡
席
内
郷
に
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
と
推
定
し
て
い
る
。

（
16
）近
年
の
古
代
交
通
路
全
般
に
関
す
る
書
籍
で
も
、
そ
の
採
用
す
る
ル
ー
ト
の

如
何
に
関
わ
ら
ず
、
古
代
宗
像
郡
内
の
駅
家
は
な
お
「
津
日
駅
」
と
さ
れ
て
い

る
。
木
下
良
監
修
・
武
部
健
一
著
『
完
全
踏
査　

続
古
代
の
道
』（
吉
川
弘
文

館
、二
〇
〇
五
年
）、
山
村
信
榮
「
筑
前
国
」（
古
代
交
通
研
究
会
編
『
日
本
古

代
道
路
事
典
』八
木
書
店
、二
〇
〇
四
年
）、島
方
洸
一
企
画
・
編
集
統
括『
地

図
で
み
る
西
日
本
の
古
代
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
木
下
良
『
事
典　

日

本
古
代
の
道
と
駅
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
九
年
）な
ど
。

（
17
）畦
町
村
自
体
は
、
近
世
に
入
っ
て
黒
田
藩
に
よ
る
街
道
・
宿
場
整
備
の
一
環
で

西
隣
の
鳥
巣
村
か
ら
住
民
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
成
立
し
た
よ
う
で
あ
り
、
鳥

巣
村
は
さ
ら
に
津
丸
村
に
隣
接
す
る
。『
附
録
』の
畦
町
村
の
「
神
興
宮
・
八

幡
宮
」
の
項
に
は
「
古
へ
ハ
津
丸
村
の
内
に
鎮
り
た
ま
ひ
し
と
ぞ
。
其
旧
跡
に

礎
石
残
れ
り
。
中
古
は
鳥
巣
村
の
内
タ
カ
ミ
ヤ
と
い
ふ
所
に
鎮
座
し
給
ひ
し
を
、

鳥
巣
村
の
民
家
を
こ
の
疇
町
に
移
さ
れ
し
頃
、
神
社
を
も
今
の
地
に
遷
し
奉

る
」
と
あ
る
。

（
18
）註
（
1
）
前
掲
『
福
間
町
史
』
通
史
編
は
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

（
19
）坂
上
康
俊
「
奈
良
平
安
時
代
人
口
デ
ー
タ
の
再
検
討
」（『
日
本
史
研
究
』

五
三
六
、二
〇
〇
七
年
）。
令
制
の
五
十
戸
一
里
制
は
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

に
一
郷
五
十
戸
の
下
に
二
、三
の
里
を
置
く
郷
里
制
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
天

平
十
二
年
（
七
四
〇
）
ま
で
に
郷
の
下
の
里
の
み
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
令
制

の
里
が
郷
に
置
き
か
わ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）和
名
抄
に
お
け
る
宗
像
郡
の
郷
名
に
は
い
く
つ
か
比
定
地
が
未
詳
の
も
の
が
あ

り
、
郷
名
全
体
の
配
列
の
規
則
性
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

（
21
）福
津
市
津
丸
の
神
興
神
社
に
は
手
水
石
に
転
用
さ
れ
た
塔
心
礎
が
あ
り
、
延

喜
十
一
年
（
九
一
一
）の
銘
を
も
つ
古
瓦
も
散
布
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
隣

に
古
代
寺
院
（
神
興
廃
寺
）が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
、
八
世
紀
後
半
の
創
建
と

想
定
さ
れ
て
い
る（
福
間
町
教
育
委
員
会
『
神
興
廃
寺
』
福
間
町
文
化
財
調

査
報
告
書
第
四
集
、
一
九
九
二
年
）。

（
22
）た
だ
し
、
八
並
川
を
北
へ
下
れ
ば
入
海
と
な
っ
て
い
た
釣
川
へ
、
西
郷
川
を
西
へ

下
れ
ば
玄
界
灘
へ
と
出
る
こ
と
が
で
き
、
古
代
宗
像
郡
全
体
の
中
心
と
も
言
う

べ
き
立
地
で
あ
る
。




